
令和３年７月５日（月）～令和３年７月１１日（日）〔令和３年第２７週〕の感染症発生状況 

第２７週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）ＲＳウイルス感染症 ２）感染性胃腸炎 ３）Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎でした。 

ＲＳウイルス感染症の定点当たり患者報告数は８．７６人と前週（７．４９人）から横ばいで、例年よりかなり高いレベルで推移しています。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は３．０５人と前週（３．６８人）から減少し、例年より低いレベルで推移しています。 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり患者報告数は０．８６人と前週（０．３５人）から増加しましたが、例年より低いレベルで推移しています。

【感染症発生動向調査事業から】

今、何の病気が流行しているか！

第２７週報告数第２位

第２７週報告数第１位
新型コロナウイルス感染症～２０～３０歳代の割合が増加！～

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局保健所・各区役所地域みまもり支援センター
（福祉事務所・保健所支所）

令和３年７月１３日作成
（問合せ先）０４４－２７６－８２５０

 新型コロナウイルス感染症の報告数は都心部を中心に増加しており、川崎市
においても、令和３年第２７週（７月５日～７月１１日）が５４９件と、７週
ぶりに５００件を超えました。 
 市内においては、６０歳代以上の割合が徐々に減少し、第２３週（６月７日
～６月１３日）以降は全体の報告数の１割以下となり、４月１２日から開始さ
れた高齢者向けのワクチン接種の効果が徐々に表れ始めていると推測されま
す。しかし、２０～３０歳代の割合は増加傾向で、第１０週（３月８日～３月
１４日）以降は、全体の報告数の４～５割を占めています。 
 今後、報告数がさらに増加すると、今までは感染が抑えられていた小児への
拡大も懸念されます。引き続き、大人数での集まりや会食などの密を避け、感

染予防に努めましょう。 
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川崎市における新型コロナウイルス感染症の
診断週別発生状況（令和２年第１週～令和３年第２７週） 

川崎市における新型コロナウイルス感染症の診断週別
年齢区分別発生状況（令和３年第１週～第２７週） 


